




 

I.目的 

  乳児の閉塞型黄疽の鑑別のうち最も臨床的に問題とされているのは,先天性

胆道閉鎖症(以下 BA と略)と新生児肝炎(NH と略)である。現在東大小児科で

は,BA を疑った症例には 1 回から 3 回の Melzer-Lyon 法による胆汁採取を行な

い,その色調によって臨床診断を下しているが,過去14年間のNHの症例42例の

うち,7 例が臨末的に BA を否定し切れず試験開腹を行なわざるを得なかった。

また,最近さまざまの新しい鑑別法が模索されているが,決定的といえるものは

まだ発見されていない。 

  われわれは,東大小児科の症例をもとに,簡単に,迅速に,より正確に両疾患の

鑑別が可能な計量診断法を開発する目的で本研究を行なった。 


